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（題字 小黒千足 学長）

第339号

（平成4年12月号）

企 留学生支援方策について活発な議論が展開された富山県留学生等交流推

進会議（平成4年11月24日（火）於：高志会館）

円内は， 同会議で富山は素晴らしいと留学生活の感想を述べ， 推

進会議委員に感銘を与えた本学経済学部留学生林美山君 （マレ

イシア， 写真右）と富山医科薬科大学留学生促健偉君（中国）
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井弘-r 

留学生支援方策に活発な議論を展開．グ

報 第339号

『平成4年度 富山県留学生等交流推進会議J

一一一 県内受入れ留学生年々急増．グ（11月1日現在 191名） 一一

平成 4年 度富山県留学生等交流推進会議（議長 ： 小
黒千足富山大学 長）が， 去る11月24日（火）パ レ・ プ
ラ ン高 志会館「嘉月 の間」において開催されました。

（表紙写真参照）

企 推進会議議長の小黒学長の司会 で， 活発な意見が
交された平成4年度富山県留学生等交流推進会議

会議では， 小黒議長のあいさつに始まり， 続いて，
本会議に列席された文 部省学術国 際局 留学生課 留学生
交流推進室熊谷英男 推進係 長から， 「21世紀を 展望
した 留学生受 入れの対応方針」等我が国 の基 本的施策
の現状について説明を受け． 議事に 入りました。

まず， 同推進会議運営委員会の増田委員長（本学学
生部長） 及 び道菅幹事（本学学生課 長）から，

① 富山県 内における外国 人 留学生の受入れ状況
② 富山県 留学生等交流推進会議運営委員会におけ

る審議の状況
③ 富山県 内在住外国 人留学生等生活実態 調査結果

の概要
の以上 3 点について報告があり， 県 内 留学生のうち私
費 留学生が6 5%と多数を占めている現状で， 奨学金の
月額が4 万円以下文は全く受けていない 自費留学生が
全体の47%を占めていること， これらの 留学生が種々
のア ルバイ ト で生活費を補填していること， さらに，
充分な宿舎の確保が得られず現住居に不満を訴えてい
ること等の実態が浮き彫りにされました。

同会議は， これらのことを踏まえて， 留学生支援の
方策， 特に， 奨学金制 度の充実及 び良質・低廉な宿舎
の確保について活発な議論 を交わし， 今後， 県 内の大
学等高等教育機 関， 行政機 関， 民間企業， さらに各種
支援団体がそれぞれの 立場で， 支援方策の推進に一層

努力することになりました。

企 21世紀を展望した留学生交流の総合的推進の必要
ι併せて国及び大学の努力に加え， 地方公共団

体， 民間企業及びボランティア等の各種団体の積
極的な取組みと幅広い支援に期待を寄せていると
文部省の方針を説明する文部省留学生課熊谷係長

また， 最 後に， 富山大学経 済学部4年生 林 美山
君（マ レイ シア ） と富山医科薬科大学大学院薬学研究
科博士課程後期1 年生 促 健偉君（ 中国 ）が， 富山
での生活の現状について感想を述べました。二人は，
富山の素晴らしい 自 然や人情豊かな 県民性に感謝して
いる。また， 母国 に帰ってからは， 国際 交 流の懸け 橋
となって精一杯頑張りたいと力強い決意を披露して，
開会議出席者に深い感銘を与えました。

企 会議終了後の懇親会でも留学生交流の支援方策の
論議に花が咲いた
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富山大学生活協同組合が創立30周年記念祝賀会を開催グ

去る11月21日（土）午後1 時から，富山大学学生会館大集会室において，富山大学生活協同組合の創
立 30周年記念祝賀会が開催されました。

寒い天候にもかかわらず，小黒学長をはじめとする
本学関係者や全国大学生協連合会及び金沢・福井大学
生協，富山県内の生協の関係者，そして，取引き業者
など多数の出席を得て，盛大に本学生協の創立 30局年
が祝われました。

現生協理事長の教養部葛教授のあいさつの後，学
長，学生部長の祝辞や生協連合会からも祝辞が述べら
れました。次いで，取引き業者へ感謝状を贈呈し，第
一部が終わりました。

その後，参加者全員の記念写真の撮影が行われまし
fこ。

第二部のレセプションでは，第2代生協理事長の養
田 先生の御発声で乾杯し，懇親に入りました。

永原茂（富山医科薬科大学名誉教授）， 若林嘉一
郎，酒井康彦の両本学名誉教授，教養部藤井昭二教
授，教育学部加瀬正二郎教授及び新潟大学山口博
教授からそれぞれお祝いの言葉が述べられました。そ
して，参加者の紹介を行うなどして，和 やかなレセプショ
ンが終了しました。

昭和37年 4月20目黒田講堂で設立 総会が聞かれ，そ
の時，初代理事長として選ばれたのが教育学部の佐々

木龍作先生（故人）でした。旧寮の青冥寮を中心に食
堂・購買・書籍食品の事業を始め，昭和38年11月には
工学部（高岡）で，昭和 40年には学生会館に喫茶部が
できました。

その後， 「学園紛争」によって事業の停滞はありま
したが．昭和 48年12月には，現在の大学食堂，昭和 6 0
年 4月には五福に移転統合した工学部で事業を開始し，
事業内容も旅行事業を行うなど拡充され，現在に至っ
ています。

）葛 生協理事長のごあいさつ（
去る11月21日の生協創立 30周年記念祝賀会には，学l

j長先生をはじめ，多数の大学関係者の御列席と激励の：
iお言葉を賜り心より感謝申し上げます。

本年 5月の通常総代会で理事長に選任されてから未；
：だ 日が浅く，改めて御指導をお願いいたします。

さて，生協は，単に物品を提供するだけでなく， 学 i

i生としてふさわしい生活を送ってもらうための各種のi
i提案や支援を行う事業団体として，大学教育の責任のj
j一端を担って行きたいと考えています。

そのために，大学の前提としての勉学・研究・教育j
jを支援し，食生活を支え，万一の時に備える共済活動，，
； 日常の社会生活や旅行などの自己開発に貢献するなど；
；の事業をより一層発展させていきたいと願っています。i

役職員一同一丸となって奮闘する所存ですので，各：
i方面からの多大な御支援，御協力をお願いします。

企 富山大学生活協同組合創立3 0周年記念祝賀会の出席者全員で記念撮影（平成4年11月21日（土）於：学生会館）
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日本育英会奨学金返還説明会に多くの奨学生が集う．グ

一一一 育英事業の果す役割りの認識が更に深まる 一一一

平成4 年度日本育英会奨学 金返還説明会が， 去る11
月26日（木）15時20分から経済学 部201講義室で行われ
ました。

現在本学 には， 日本育英会奨学 生が， 1,318名（うち
I種1,071名， E種247名）いるが， このうち， 平成
5 年 3 月満期予定者314名(I種 259名， E種目名）
を対象に説明会が行われたものです。

当日は， みぞれ混じりのあいにくの寒い空模様となっ
たが， 寒い中， 満期予定者の 7 割を超える23 0名が出
席し， 熱心にメモを採るなど耳を傾けていました。

説明会は， 中林厚生課長の開会のあいさつと講師の
紹介で始まり， 次いで， 日本育英会名古屋支所収納課
榎本免除係長から， 当日配布された返還の手引き等の
資料に基づき， 次の5項目について分かり易く説明さ
れました。

... 多くの日本育英会奨学生が参集し開催された 奨学

金返還説明会（平成4年11月26日於：経済学部

201講義室）

。日本育英会事業の現状と返還の重要性について
。借用証書の記載要領について
。返還金の払込み方法について
。返還に関する諸願・届の手続きについて
。返還免除制度とその手続きについて
次に， 育英友の会富山県支部の笠原理学 部教官から，

「育英友の会」について， 育英新聞と育英友の会のし
おりに基づき説明があり， 加入のP Rが行われました。
最後に， 質疑応答を行い奨学 金返還説明会が終了しま
した。

この説明会の開催で， 被貸与者に， これまで貸与さ
れた奨学 金での学 生生活に想いをいたし， 卒業後の確
実な返還をすることの意義を再認識させるとともに，
日本育英会事業の更なる発展の必要性を認識させる上
でも大変有意義なものとなりました。

企 資料を見ながら育英会事業の重要性を改めて理解

し， 説明を熱心に聴く奨学生

平成4年度日本育英会奨学生数

民子
要和畔度以聖 ヌ成元年草 文成2年事 文成3年事 文成4年事

ぷE当3、 呈.1ト 山手
平度成入3年学 歌き

合計
第1種 第2種 第1種 第2種 第l種 第2積 第1種 第2種 第1種 ｜ 第2種 第l種 第l積

人 文学 部 5 25 4 41 8 50 11 35 (1) 7 186(1) 大
研
学院

究
人文科

科
学 4 4 8 

教 育 学 部 1 1 48 16 61 9 55 (1) 13 8 247(1) 大
研
学院

究
経済学

科
4 2 6 

経 済 学 部 7 2 55 12 64 14 64 (!) 5 73 (1) 15 311(2) 大
研

学 院
究
理学

科
8 10 18 

理 Aィ�」 部 6 38 11 33 (!) 17 30 7 34 (!) 18 194(2) 大
研

学 院
究
工学

科
18 15 33 

工 学 部 6 4 70 16 60 13 57 (2) 23 14 320(2) 

-€!; 計 25 7 236 59 259 (1) 61 256 (4) 59 234 (3) 62 1,258(8) 合 計 34 31 65 

（注） （ 〉内数は． 併用貸与奨学生数で内数である。
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小杉町南太閤山公民館主催の

齢、齢、欄おおぶおおお側、欄
一一一 平成4年11月30日（月）の学校休業日を利用して 一一一

d議験 機購手
企 村井教授， 瀧田助手らの操作説明で実際にワーク

ステーションのおもしろさを体験する（於：工学部）

去る11月29日（日）に両親学級が開催された射水郡
小杉町立中太閤山小学校では， 翌11月30日（月） が振
り替えで学校休業日となったことから，同校下の南太
閤山公民館（東山俊男館長）と同家庭教育学級（福田
美子学級長）の合同企画で傘下の児童たちに， 「ちひ．っ
こ探険隊」への参加が呼びかけられました。

町福祉パスを利用しての今回の地 トスには， 富
山県総合情報処理センター及び本学の工学部，附属図
書館， 黒田 講堂の見学がセットされ， 当日の応募・参

加者は， 低学年 5 名， 中学年13名， 高学年15名の男女
33名の児童と引率の東山館長ら3 名，計36名が本学の
探険にまいりました。

、刈咽w し
企 電子情報工学科中助手のアドバイスでトンネル顕微鏡

を真剣に見入るちびっこ（於：地域共同研究センター）
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企 ディスプレイを喰い入るように見つめ， 鮮明なお

もしろ画像処理に夢中になるわんぱく隊員（於：

工学部）

一行は， 午前の部で富山県総合情報処理センターを
見学した後，正午前， 本学を訪れ， まず，生協食堂で
教職員・学生に混じって昼食を摂り，本学の学園生活
の一部に胸のときめきとこれかもの見学コースに期待
をかけてか相当はしゃいでいました。

引き続き，工学部に移動し， 2班に分かれて，電子
情報工学科の中助手（物性デバイス工学）からトン
ネル顧微鏡の説明で「原子・三次元の世界」を，物質
工学科の松田技官（材料設計工学）から， 走査型電子
顕微鏡の説明でミクロの世界の不思議さに思わず感嘆
の声を上 げていました。次いで， 電子情報工学科知識
情報工学講座の村井教授及び瀧田助手らからの説明に
より直接コンピュータディスプレイに向って各自がそ
れぞれ操作してワークステーションのおもしろさを実
感として体験しました。

工学部の見学を終えた一行は， 小春日和 となった構
内を興味津津の面持ちで歩いて， 附属図書館へ移動し
ました。秋元図書館専門員の案内で， 開架閲覧室に入っ
た後， 4層（階〉にびっしり整理された書庫をひと回
りして図書の膨大さに驚いていました。
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... 初めて見る図書館書庫に大学を感じる児童達（於：

附属図書館）

... ヘルン文庫前ロビーで小休憩 する探険隊

最後に落ち葉舞うメインストリートを歩いて， 新装
なった黒田 講堂を庶務課職員の案内で見学して．大学
の施設・建物の偉容さと構 内の広さを肌で味わってい
ました。

にぎやかで元気な子供達の澄んだ瞳が大変印象的で，

Y “ 
黒田講堂の生い立ちを説明する庶務課山上事務官

報 第339号

また， それぞれ工夫を凝らして説明された職員の方々
も， いずれ富山大学を志願してくれるのではあるまい
かとの期待 感も手伝ってか， 微に入り細に入り熱心に
本学を紹介されました。

今後， このような機会が増えることも本学のイメー
ジアップに連がることであり， 種々 の要望に精一杯応
えていく必要を感じさせられたちびっこ遠の本学訪問
でした。

また， 先日， 「わんぱく探険隊」を企画されました
小杉町南太閤山公民館の東山館長から， 次のような礼
状が寄せられました。

富山大学学長 殿
平成4 年12月6 日

射水郡 小杉町南太閤山
公民館長 東山 俊男

初冬の候 貴台にはますます御清祥のこととお慶び
申し上 げます。

さて， 去る11月10日当公民館から「わんぱく探険隊」
として， ちびっ子達が貴大学を訪れました折り， 伺か
と御高配を賜り誠に有難うございました。子供たちは
家に帰り， 早速と見学の模様・印象などを家族に， 誇
らしげに話をしていたようであります。父兄の方々 か
ら大変喜んでいたとの嬉しい声が公民館に届きました。

素晴らしい施設， 素晴らしい先端機器など夢いっぱ
いの探験 話をする子供たちの顔が輝いていたとのこと
でした。御報告させて頂きます。

大変お忙しいなか， わんぱく盛りの子供たち， 何か
と失礼を致したと存じますが， 暖かい関係各位の御好
意に改めて感謝申し上 げます。

まもなく歳の瀬を迎えます。御多用の折り愈の御発
展を御祈念申し上 げお礼の言葉にかえさせていただき
ます。有難うございました。

... 小春日和で瞳かい日であった が， ユニークな卵型を

した 黒田講堂見学の頃は大分間も傾きかけていた
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富山大学名誉教授の会が県内の研修旅行グ

一一 平成4年11月12日， 魚津・黒部方面一一

第339号

富山大学名誉教授の会の研修会が，去る11月12日（木）に開催され， 富山職業訓練短期大学等魚津・黒
部方面の移りゆく郷土を視察されました。

この研修会は， 本年度春季に続き第2 回目の企画で， 三上房男名誉教授（現富山職業訓練短期大学校
長）のお世話で黒坂富治代表をはじめ12名の名誉教授の出席があり，伸びゆくY K K吉田工業側，新装
なった魚津埋没林博物館等を視察し見聞を広められるとともに，出席名誉教授の近況が語り合われる等
大変有意義な研修会となったようです。以下その研修日程と三上名誉教授のコメントを紹介いたします。

企 新装なった魚津埋没林博物館「根っこランド」を視察する本学名誉教授の会

｜研修会日程｜
平成4 年11月12日（木）

9 : 50 集合（富山大学事務局玄関）
10: 00 大学発
10: 00～11: 00 （移動）
11: 00～12: 00 YK K吉田工業（黒部事業所）
12: 00～12: 40 昼食CYKK) 
12: 40～13: 10 （移動）
13: 10～14: 00 根っこランド（魚津埋没林博物館）
14: 00～14: 20 〈移動）
14: 20～14: 40 魚津市桃山運動公園

-8-

14: 40～15: 00 
15: 00～16 : 30 
16 : 30～17: 30 
17: 30 

（移動）
富山職業訓練短期学校（魚津市川縁）

（移動）
大学着
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／ 一 〈富山大学名誉教授の会研修会を終えて〉 ‘＼ 

去る 4月末の連休の折り， 四谷名誉教授のお世話で， 砺波のチューリップフェアーを参観し
たのが大変好 評で， 6 月の総会の時， 次回は筆者の勤務地である魚津方面へ， ということにな
り， 11月12日， 大学のパスを出していただき， 12名の先生方の参加を得て， 次のとおり見学旅行
を実施しました。

YKK 吉田工業株式会社
魚津埋没林博物館（根っこランド）
桃山運動公園
富山職業訓練短期大学校

前日まで荒れ模様の天気で， 世話役としては大分気を探みましたが， 幸い当日は好 天に恵ま
れ， 和 気あいあいのうちに無事終了することが出来ました。

当初 の予定では 「魚津水族館」も含まれていたのですが， 吉田工業での． 卒業生を混じえた
昼食会で話が弾み， 予定を大幅に遅らさざるを得なくなり， 水族館は後日お孫さんのお供でで
も， ということにして割愛する羽田になりました。根っこランドはこの春大改装 したばかりで，
日本カーバイトで開発された 「人口霊気楼」も新たに設置されております。

好 天には恵まれましたが， 眺望があまり良くなく， 桃山公園 から遠望できる能登半島の雄大
な姿をお目にかけられなかったのが残念でした。また， 富山職訓短大では， 施設の一部を見て
いただき， 休憩の後帰って来ましたが， 大学着 がちょうど午後6 時， 秋の日は短く， 真っ暗で
しfこ。

ー 三上房男名誉教授（元工学部教授）…

企 富山職業訓練短期大学校の正面玄関で記念のスナップに収まる拳加名誉教授

l前列左から 坂井 養回 黒坂 三上 楠瀬 後列左からl

若林， 薄泉， 酒井， 鹿瀬， 四苔， 頭川， 吉岡の寄名誉教授 J 

-9-



平成4年12月発行 ....... 島千 報 第339号

④⑧①① 

熱き部活に燃える．グ

／；富大自動車部意気盛ん�

絶好の秋晴れとなった去る 1 1月22日（日）本学体育会 自 動車部（部長 ： 工 学部物質工 学 科 砂田 聡
助手， 主将：経済 学部経済 学科 3 年 近 藤新三郎， 部員：男子38 名， 女子 8 名， 計 46 名）が主催して，

第15回富山大学学 内ラリーが「富山大学フレッ シュラリー」と銘を打ち， 盛大に行われました。

日夜． 勉 学に勤しむ傍ら 課外活動にも心血を注いでいる学生の心意気を感じ， 近 藤キャプテンに 以下

のインタビューを試みてみましたので紹介します。

Q；今年の学内ラリ ーの概要を聞か せてください。
A ： 今 年も例 年どおり 11月22日に 自 動車部主催で 『学

内ラリー」を開催しました。この 「 学 内ラリー」も
はや第15回を迎えました。 自 動車部では， 毎 年 6 月
頃に「ファミリーラリ ー』を， 1 1月頃に『 学 内ラリー」
を開催しています。 「ファミリーラリー』では， 出
場者を全国 から 募集し， また， 出場対象をラリー 経
験 者から初心者まで幅広く， 規模も大きいのに対し，

『 学 内ラリー』では， 出 場対象は 学 内 関係 者 及 び 学
生となっており， 規模も 小さいなっています。しか
し， 自 動車部では， この『 学内ラリ，－Jを『ファ ミ
リーラリー』の 成功に結ひ’つく第一歩として部 一丸
となって頑張って開催しております。

①実施 年月日等 平 成 4 年 1 1月22日（日）午前 8 : 01か
ら 1 分間隔で l 台ずつスタ ートした 。
（出発点 ： 本 学西門第l体育館横）

②出場台数 2 4台
③ コース及 び競技方法

保安基準に合致した四輪 自 動車による
交通安 全タイ ムラリー。なお， コ ース
図と指 示書はスタート30秒前に出 場 者
に渡し， 一般公道を使 用した。

④ 当日の様子 快晴のもと70人の参加 者たちも気持ち
よくラリ ーを楽しむ。なお， 優勝者に
は， ダン ロ ップタイヤ 1 セット， オイ
lレ 4 £， スピ ーカー， ノfリ ・ モス ク ワ

T シャツ， ノぜドミン ト ン セッ ト ， ノぜッ
ト＆グ ロ ープ， 三菱T シャツ 2枚 及 び
ジュ ース 2 £を， また， 出場者 全 員に
豪華賞品をプ レ ゼントした。

：一｜ラリー 成績卜…

（ゼッケン）（氏 名） （ゼッケン）（氏 名） ! 
j優 勝 5 岡田 圭二 フレッシュ賞 14 北嶋 孝行：
；第2位 1 奥田 武詩記念賞 2 1  玉井裕二郎 i
j第3位 18 大表 悟 ナピ賞 11 森 智哉：
；第4位 13 桜井 克之 レディース賞 7 村尾 香子i
j第5位 22 上山 崇 スカベンI賞 2 吉岡 武志i
j第6位 17 中西 義仁 ！ 
j第10位 24 村地 良二 ラリコン未使用部門
；第2刀位 4 石積 広行 第 1位 20 平田 芳信：

第2位 6 鈴木 究i
第3位 12 尾島 健－：

nu
 
－－
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企 24台の参加車のトップを切ってスタートするゼッ

ケン1 の奥田号（於：出発点とゴールになった 本

学西門第1 体育館横）

企 青空のもと順調に第6チェック ・ポイント（滑川

市内）を通過するゼッケン6の鈴木号

Q：今回のラリーの特徴又は特筆すべき 事項は何です
か？また， 実施 結果の感想、なども併 せてお聞か せく
ださい。

A ： 今 年は， 「フ レ ッ シュラリー」として， 富大 の 学
内だけでなく， 北 陸近辺の学生にも参加を呼 びかけ

て開催しました。
富山大学だけでなく， 北 陸大 学， 金沢大学， 金 沢

工業大学， 新潟大 学， 福井大学から出場してくれま
した。出場後のア ン ケー ト には． 「来年も出たい。」
や， 「春のファ ミリーラリーにも出たい。」という
参加者がいっぱいいてくれました。参加者の方々 が
喜 びながら帰っていったことが， 僕達 自動車部にとっ
ての最高の喜 びです。

Q：今 回のラリーが大成功だったとのことですが， 自
動車としての今後の抱負と常日 頃の部室の雰囲気に
ついてお伺いします。

A：来年の 6 月 には， ファ ミ リーラリーを開催します。
これは， 今 年の 学 内ラリー以上に部員 一同頑張って
いきます。また来年は， 自 動車部30周 年の 年に 当た

ります。現在， 全国 各地でご活躍されている 自 動車
部O B, 0 Gの方々 をお呼 びし， 記念式典を聞きま
す。この他には， 来年は行事がたくさんあります。
来年も 自 動車部は燃え ま す。とにかく， アットホー
ムで明るい我が 自 動車部です。

顧問教官の工学部砂田先生， ラリーの感想と
部活について語るll

女 学 内ラリーは毎年秋に開催し， 今年で15回になり
ました。今までは文 字どおり学 内から出場者を 募集
しておりました。今年からはコン セプトを少し変え，
ラリーに初めて挑戦する新人を対象に加え， ラリー
の楽しさを本 学に限らず 内外の多くの人にわかって
いただくことを 目 標にしました。この新しい コン セ
プトは 自 動車部員 自身の 内から誕生したことは顧問
としてたい へん喜ばしく感じております。

大 自 動車部はスポーツ ク ラブである。 自 動車部の 活
動は複数でおこなう球技と同じである。複数の部員
が同じ 目的をもって組織を作り， 役割分担を的 確に
遂行し， 精 進したチー ムだけが勝つことができる。
本ラリーはまさに組織の力がないと魅力あるラリー
を主催することはできない。部員全員が 目標に向かつ
て一丸となって活動し 組織力で勝ち取った成果に
大いに感動七てほしいと常に願っている。

� . 
悶冨i？：＇. �・・・・・ 4

... 後擾企業の寄付金で準備された豪華賞品の数々

企 部員一丸で企画したラリーが成功裡に終了し， 閉会
式会場も満員となった（於：学生会館大集会室）

唱Bム
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ミ』 ミ』
平成4年度科学研究費補助金交付決定者（追加）

研 究種 目
研 究 代 表 者

研 究 課 題
配 分 予 定 額

所 属 職 氏 名 平 成 4年度 平 成5 年度 平 成 6年度

一般研究（C) 経済学部 助 教 授 津野 雅彦
地域移動の職業的キャリアに

9 0 0 。 。
与える影響について

平成4年度富山大学国際交流事業基金第3種外国留学への奨学金採択者

所属学部 ・ 学科・学年 氏 名 性別 指 導 教官 留 ぶf且． 先 留 学 期 間

人文学部語学文学科 4年 近藤 俊介 男 藤井 一行 教授
ク ラスノヤJレス ク 大学 平 成 4年 10 月 1日

（旧ソ連） ～平 成5 年 3 月3 1日

人文学部語学文学科 3 年 山本香代子 女 矢津 英一 教授
ク ラスノヤルス ク大学 平 成 4年 10 月 1日

（旧ソ連） ～平 成5 年 6 月30日

平成4年度国際交流事業基金第2種外国人研究者の招へい事業（8）採択者

受 入 れ 教 官
招 へ い 期 間

招 へ い 研 究 者

部 局
研 nブht. 課 題

氏 名 職名 氏 名 所 属・職 名

平 成
ジャック グ ルノ ーブ ル原子エ

4 .10.2 0～ 4 . 10.2 4 
Jacques ネJレギー研究所基礎 Ce化合物の熱現象・磁性と

理学部 樫井 醇児 教授
(5 日間）

シュワイツアー 研究部門中性子散乱
Schweizer グ ループ研究室長

中性子散乱

（フランス）

平 成
マーガリッタ ノ ボ シ ビ ルス ク 核物

4 . 11. 1 ～ 4 . 1 1.5 
Mrg arita 理学研究所上級研究

太陽プラズマにおける非線
工学部 坂井 純 一 教授 P. リュトノぜ 所ノ ボ シビ ルス ク州

( 5日間） 形波動の研究P. Ryutova 立大学理論 物理部助
教授（ ロ シア）

平 成
4 . 1 1.15 ～ 4  .11.1 7  

Y. -F .S. ジュネーブ大学
教 養部 中越 矩方 教授 ベーターマン 専任講師 ある種の数論的関数に関す

(3日間） る誤差項の評価
Petermann （スイス）

ワム1i
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ミシガン大学での海外研修を終えて

私は， 今年 7 月2 8日から 9 月2 7 日までの 2 ヶ 月間，

文 部省短期在外研究員として， 北アメリカ及びヨー ロッ

パの 5ヶ 国を回ってきました。

主なる滞在地は， アメリカの デト ロイト市から西に

約 80kmの所に あ る 人口約 1 0 万 人 の ア ナーパ （Ann

Arbor） という 小さな市です。ここには， ア メ リカで

も10指に入る大きな総合大学ミ シ ガ ン大学（Th e Uni­

versity of Mich ig an） があります。 ここは街 全 体 が

大学キャ ンパスという感じで， 約 2 00の大 学の建物は

街のあちこちに 散在しており， 徒歩ではとても 1 日で

回りきれません。そのため， 何ルートかの無料大 学ノt

スが朝7時から深 夜 2 時頃まで走っており， 大 学 人の

便宜を図っています。

私は． 市郊外のキッ チ ン 付きモーテルの一室を借り，

40日間過ごしました。 比較的パスの 便が良く， 1ヶ 月

2 5ドルの市内全線 パスを買い， 毎日 便利に利用しまし

た。私が行っていた工 学部へは， 市内パスと大 学ノぜス

を乗り継いで約 40分で行くことができ， 丁度良い 運 動

になりました。

副議事手号事璃らせ戸川
大学のキャンパス活動の中心ミシガン ユニオン

私を招へいしてくれたのは， 工 学部機械工 学の熱 流

体研究室のW.J.Y ang教授です。先生は， 台湾出身の
アメリカ 人で 日本語もお上手で， 大変な親 日家で私と
しては非 常に助かりました。先生の御専門は幅広く，

強制対流， 沸騰， 多孔質体の伝熱， 回転体内の伝熱と

工学部機械システム工学科 教 授 竹越 栄俊

流動， 熱流体数値解析， 更には生物熱工 学まで， 熱と

流体に関するあらゆることを研究され， 国際的にも著

名な方です。私が今 回 留 学し， 研究したテーマは，

「粉体を利用した断熱に 関する研究」で， 特に． 高性

能低温断熱に 関するものです。これは， 先生の多孔質

体の伝熱の御研究と直接， 間接に結ひーっくもので， 実

験装置の 見学， ディスカッ シ ョ ン 等を通じて， 私の研

究に大いに役立ちました。

ア メリカ， ヨー ロ ッ パへは， 本学の先生方も多数行っ

ておられ， いろいろと報告されていますので， 私が 特

に紹介するまでもありませんが， 庶務課 から依頼を受

けましたので私なりに聞いたこと， 感じたことを述べ

させていただきます。

〈大学の研究室〉

ア メリカの大学では， 原則として教 官積算校費とい

うようなものはなく， 教授自身が企業， 学協会， 財団，

研究所等から研究費用を集めなければなりません。 し

かし， 集めた研究費は全部使えるわけでなく， 大 学に

よっても異なりますが， そのうちの伺 パーセ ントかは

共通経費として大学の管理・ 運営のため取られます。

ミ シ ガ ン大 学工 学部では， 実に59%が取られ， 自分の

手元に残るのは41%ということになります。したがっ

て， 研究費を集めるのが教授の一番大切な仕事の一つ

です。何もしないと誰も研究費はくれません。そのた
め， 教授は研究提案（プ ロポーサlレ）し， それが認め

られなければならないわけです。これが実に大変で，

提案した研究が相手の 利益にならないと分かれば． 途

中でも研究費は打ち切られます。

アメリカの大学の研究室は金がかかります。なぜな

ら， 直接的な経費の他にス タ ッフの人件費， 場合によっ

ては， ドク ターの学生の学費や生活費の面倒も 見なけ

ればならなし、からです。それがなければ， 今のア メ リ

カの大学では， ドク タ ーの学生はほとんど集まらない

でしょう。Y ang教授研究室でも， 助教授の 人 件費，

並びに 6 名の博士課程院生のうち， 2 名の学費と生 活

円J噌Eよ



平成4年12月発行 戸岨守・

費が必要とのことでした。先生がぽつりと私に漏らさ

れた言葉が， 今も強く私の耳に残っています。それは，

「 日本の大 学の講座費という 制 度は大変良い 制 度であ

る。額が少なくても毎年定期的に研究費が入るとい う

ことは， 非 常に羨しい。」と。実際， 研究室は質素な

ものです。古い計測器を大切に使っていますし， 学生

の コ ピー， ファ ックスなどはすべて本 人持ちでした。

アメリカの大学では， 学部及 び大学院修士の学生に

卒論， 修論がないようです（修士では， 修論を課 す先

生もいる。）。したがって， 研究室の実労部隊は博士

課程の学生です。私が ミ シ ガ ン大学に行ったときは，

丁度夏休み 中であったにもかかわらず， 彼らは 日 夜研

究に励んでいました。 しかし， 学部， 修士の 学生はほ

とんど 見ませんでした。なぜなら， 卒論， 修論がない

からです。これはア メリカの大学教育の欠 点でしょう。
技術者を育てるためには， 若いうちに自ら実験， 研究

ができる教育をやらないといけないと思います。 日本

の大学では， 卒論， 修論をやらせ， 特に， 自然科学系

の学部では夏休みであるにもかかわらず， 学生が真剣

に実験， 研究に取り組んでい るのは， 大変素晴らしい

ことと思、いました。

最近， 日本ではコ ン ビュー タ が急速に発展し， 大 学

の研究室でも大いに役立っていることは周知のことで

すが． 日本以上にコ ンピュー タ が利用されているのは，

アメリカの大 学です。Y ang教授は， これが問題 だと
言ってい ました。コ ン ビュー タを使った シミュ レー シ ョ

ン 等の研究は， 機械工 学でもますます重要になってき

ますが． 従来からやってきた油まみれになった実験的

研究もやはり重要です。ア メリカの大学では， ア メ リ

カ 人がこのような実験的研究を嫌う傾向にあるそうで

す。また， 就職も製造業離れが甚だしく， 手を汚す 実

験研究をしているのは， 大部分東洋系の大 学院生であ

ると聞きました。アメリカの製造業における生産技術

が 日本に遅れをとった理由の一つは， ここにあると思

いました。 日本でも， 理工系の学生に最近同じような

現象が起こっています。我々 大 学教 官は， これらを熟

慮し， 学生の教育， 指導に当たらねばならないでしょ

つ。

〈アメリカの労働者〉

ア ナーノてから更に西方へ300 凶ぐらい 行くと シ カゴ

に着きますが， 丁 度その 中間地 点に バトルクリーク

(Battle Creek） という 人口3 万人ぐらい の 小さな市

一14-
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があります。この市の郊外には企業団地が作られてお

り， 現在， 日本の大手及 び 中企業が14社進出してい ま

す。

私は， 幸いにもここの大企業と 中企業の 2 社を 見 学

する機会に恵まれました。いずれも自動車部品メーカー

で， そのうちの一社は， 日本でトップの部品メーカで

す。工場の敷地は非 常に広く， その環境は， 日 本と較

べて 全く素晴らしいものです。工 場を見学してまず感

じたことは， 最 新の工 場であるにもかかわらず自動化，

省力化が少し遅れていることです。 見学後， この 点に

ついて質問すると， 工場責任者は素直にそれを認めま
した。それには 2 つの理由があり， 1 つは人件費が安

いこと， もう 1 つは雇用促進のためです。確かに， 人

件費は 日本に較べて安いようです。州によっても異な

るが， ミ シ ガ ン州の工 場労働者（ブルーカラー）の賃

金は， 時給8 ～10 ドル程 度です。ア メリカ 人は週刊時

間働きますから． 1 時間10 ドルとしても年間所得は 2

万 ドル（日本円で2 50万円）です。 日 本の ボーナスと
いう制度はなく， せいぜいクリスマスに 1 週間分ほど

の手当がつく程 度です。 夫婦で働くとしても， 一家族

の年間所得は500 万円以下です。これは， 日 本 よりも

かなり少ないように思われますが， 実質的にはそうで

はないのです。なぜなら， 生活必需品である食料品，

電気， ガス， 水 道， ガソリ ンなどの エ ネルギーが日 本

の半額 以下， 家賃も面積当たりでは， やはり半額 以下，

子供の教育費は 日本のように塾や家庭教師をつけない

から非 常に安い。そして， 冠婚葬祭に金を使わないの

です。自動車， 電 化製品などの耐久消費材， 衣類， 日

用品は， 日本と同程 度の値段であるけれども， 無駄な

ものに金を使いませんから， 生活がしやすいわけです。

それに較べて， 日本 人は何を期待しているのか， 子供

の教育に多大の金をかけ， 親戚， 友 人の交際に 金を使

い過ぎています。
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ア メリカの労働者は， 責任感が強くよく働きます。

確かに， 一部の労働者の 中に怠け者はいるようです。

黒人は， 工 場のような単純作業の繰返しの仕事に 長続

きしないとか， 祖父から孫まで 3 世代も生活保護を受

けている家族もあるという話を聞きました。しかし，

これは， ほんの一部の話であって， どこかの首相の言っ

た「アメリカの労働者は怠けもの」という言葉は間 違

いです。

私が特に感心したのは， 女性労働者です。工 場労働

者， パスの運転手， ガードマン， 土木作業 員など様々

な分野に進出し， 日本の若い 女性なら絶対にやらない

ような仕事を平気でやっています。私が深夜12時に乗っ
た タ ク シーの 運転手が女性で， びっくりしました。 道

路工 事の現場でも， 若い 女性がス コ ップを持って働い

ている光景を 何度も見ました。工 場でも若い 女性が手

③⑨＠⑧ 
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袋もしないで， 爪の周りを真っ黒にして男性と同じ仕

事をしていました。男性も女性だからといって， 決し

て過保護はしておりません。少なくとも労働者に 関す

る限り男女同 権で， これは与 えられたものでなく， ア

メリカの女性 自身が勝ち取ったものだと思いました。

以上， まとまりのないことを書きましたが， 短期間

の滞在でほんのアメリカの一端をかいま見た程 度です

ので， 間違いや私の主観が入っていますことを付け 加

えておきます。

（注 記 ）

筆者は， 平成 4 年 度文 部省短期在外研究員とし

て， 平成 4年 7 月2 8 日から平成 4 年 9 月2 7 日まで

の間， 「粉体を利用した断熱に関する研究」をテー

マにアメリカ合衆国 のほか， カナダ， オース ト リ

ア， ドイツ及 び連合王国 へ外国出張されました。

山野に白雪が舞い， 寒さ厳しい季節となりましたグ

0 暖房器具の点検整備を励行しましょう。

0 外出時は必ず火元を確認するようお互いに心掛けましょう。

0 灯油の貯蔵及び試薬品の管理等に十分注意しましょう。

火災予防と安全管理に万全を期して災害の防止に努めましょうグ

-1 5 -
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平成4年度第3 回授業料等減免選考委員会（11月12日）

（審議事項）

(1) 平成 4年 度後期分授業 料免除者の選 考について
(2) 教育課程改革に伴う規程の 整備について
(3) その他

平成4年度第5回補導協議会（11月12日）

（審議事項）

(1) 平成 4 年 度在来生合宿研修について
(2) 平成 4 年 度厚生 補導研究会について
(3) その他

第83回構内交通対策委員会（11月13日）

（審議事項）
(1) 不法入構等に対する防止対策等について
(2) 教育改革に伴う規則等の一部改正について
(3) 構 内 交通規 制業 務の合理化について
(4) その他

平成4年度第1回レクリエーション委員会(11月16日）

（議 題 ）

(1) 平成 4 年 度職員厚生経費の使 用 計画 について
(2) その他

平成4年度第5回入学試験実施委員会（11月17日）

（審議事項）
(1) 専 門委員会委員について
(2) 平成 5年 度富山大学学生募集要項［追 加 ］（案） に

ついて
(3) 平成 5 年 度大学 入試センター試験富山大学試験 場

の実施体 制について
(4) 平成 5 年 度富山大学入学試験業 務予定について

平成4年度第2回保健管理センター運営委員会

(11月19日）

（審議事項）

(1) 平成 4年 度保健管理 センター運営費予算（案）につ
いて

(2) 平成 4年 度保健管理 センター業 務計画（案）につい
て

(3) その他

平成4年度第2回保健管理センター委員会Cll月19日）

（審議事項）

-16-

(1) 富山大学保健管理 センター 自 己点検評価委員会 内
規（案）について

(2) その他

平成4年度第4回大学院委員会（11月20日）

（審議事項）

(1) 平成 5年 度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
及 び工学研究科（修士課程）第2 次学生募集要項
について

(2) 富山大学大学院経済学研究科委員会規則の 一部改
正について

(3) その他

平成4年度第10回評議会（11月20日）

（審議事項）

(1) 富山大学大学院経済学研究科委員会規則の 一部改
正について

(2) その他

平成4年度第2回自己点検評価委員会Cll月20日）

（議 題 ）

(1) 自 己点検評価項 目の策定等について
(2) 平成 4 年 度 自 己点検評価の実施項 目について
(3) 平成 4年 度 自 己点検評価の実施方法について
は） その他

平成4年度第5回入学試験委員会（11月24日）

（審議事項）

(1) 平成 5 年 度富山大学学生募集要項［追 加 ］（案） に
ついて

(2) 平成 5 年 度大学入試センター試験富山大学試験 場
の実施体 制について

(3) 合格発表時における高等学校名の公表について

平成4年度第2回学寮補導委員会（11月25日）

（審議事項）

(1) 水 道料の負担割合について
(2) 暖房 用 ボイラー燃 料費の負担割合について
(3) 寮生との話し合い（いわゆる団交）について
(4) その他

平成4年度第 8回事務協議会（11月27日）

（議 題 ）

(1) 当面の諸 問題 について
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｜学内レクリエーション｜

〈卓球大会〉

本学レ ク リエー シ ョン委員会体育部会卓球班と文部

省共済 組合富山大学支部共催による 平成 4年 度学 内 卓

球大会が，去る11月13日 （金）， 本学第2 体育 館で開催

され， 部局対抗6 チームにより熱戦が繰り広げられま

した。
なお， 成績は次のとおりでした。

く大 会 成 績〉

（優 勝） 教 養部チーム

（次 勝） 教育学部チーム

(3 位〉 本部チーム

平成4年の新語・流行語大賞

ー晶h
員

「きんさん・ぎんさん」，「カード破産J, r冬彦さんj

はやり言葉の年間大賞は， 『きんさん・ぎんさんJ， 新語部門の金賞は， 竹下政権誕生に介在したとされ
る右翼皇民党の 「ほめ 殺し』。 ‘ 92 日本新語大賞選定委員会 （草柳大蔵審査委員長） は12月 1 日， 平成 3 年1
2 月 から平成 4年11月 までに生まれた新語・流行語の 中から優秀 作を 決定した。

年間大賞に輝いたのは， 国 民的アイド ルになった百歳の双子姉妹『きんさん ・ ぎんさん』。 誕生日の感想
『うれしいような， かなしいような』 （きんさん）に語録賞も贈られた。

新語部門は， 竹下元首相らの再喚問が焦点になっている皇民党の 「ほめ殺し』が金賞， 『カード破産』が銀
賞， 銅賞は， 花のお江戸にかけ上がった博多 名 物『もつ鍋J。

表現部門の金賞は， 日本経済 の今を鋭く分析したベス ト セラーの『複合 不況』， 銀賞は， 『 3 K』よりはる
かにきつい看護婦さんたちの『 9 K J， 銅賞は， やたら謝罪する企業 ト ップを度肉った『謝長悔長』。

流行語部門は， テレ ビドラマのマザ コ ン青 年『冬彦さんJが金賞， 銀賞はテレ ビC M 『ねェ， チューして』，
銅賞は金丸さんが教 えてくれた『上申書』。

大衆語部門は毛利さんの『宇宙授業』， テレ ビC M 「歌手の小金沢 ク ン』， 美人高校生殺人事件 『ツインピー
ク ス』が金， 銀， 銅賞。

聞 この 記事は， 平成 4 年12月 2 日 （水）の 北 日本 新聞朝刊から掲載させていただきました。

円i’EA
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

理 学 部 助 手 吉田 尚弘 タ 熱帯湿地林の ガス代謝調査ほか
4 .11.18 

イ
4 .12 .10 

人文学部 教 授 藤井 一行
日本語をはじめとする外国語教育の視察 4 .11.18 

ロ シ ア

外国出張
及びペレス ト ロ イカの諸様相の調査 4 .12 . 2 

理 学 部 教 授 広岡 公夫 イ 岩石試料 採集ほか
4 .11.2 5 

ン ド
4 .12 .10 

，， 助 手 酒井 英男
4 .11.2 5 

ノノ ノノ

4 .12 .30 

経済学部 助教授 岩崎 政明 アメリカ合衆国 商品ファンド課税及び電気通信による証 4 .11.15 

券投資の課税問題 に関する調査研究 4 .11.2 5 

理 学 部 助教授 庄子 仁
4 .11.16  

II アイスコアに関する研究打合せ
4 .12 . 1 

海外研修 経済学部 助教授 柳川 洋一 高齢化社会における医療政策の日米比較
4 .11.24 

II 

研究 5 .11.2 3 

理 学 部 教 授 堀越 叡
ド イ ツ G.L.アムシュツッツ教授の70才の誕生日 4 .11.2 6 

アメリカ合衆国 の祝賀講演会出席ほか 4 .12 .13 

，， 教 授 棲井 醇児 フ ィ リ ピ ン 1990年代の物理及び工学の国際学会に出 4 .11.30 

席ほか 4 .12 . 8 

昌司副司』
〈新任者住所〉
人 文 学 部

講 師 岸 田 文 孝
（朝鮮 語 ・ 朝鮮文 学）

人文学部・理学部

文部事務官 松 田 信 和
（用 度 係）

外国 人教師 呉
（ 中 国 語）

麗 艶 雄俊島水官
科

部
技
学

学

部
理

文
物

理

（

〈住所変更〉
人文学部

助 教 授 村 井 文 夫
（比較文 学）

〔訂正〕前号掲載の河井道子 養護教諭の所属は， 附属 中
学校の誤りでした。

口。



平成4年12月発行 声Hf 報 第339号

’恥E
－言回 報

工学部助手 山田昌樹氏 急逝

本学工学部助手山田昌樹氏が， 海外研修先のアメリカ合衆国 テキサス州ヒューストン大学

において， 平成 4年11月24日（現地時間）肺水腫により逝去されました。享年32歳。

同氏は， 昭和58年3月東京大学工学部工業化学科を卒業後， 同大学大学院工学系研究科に

進学， 同63年 4月同研究科第一種博士課程合成化学専攻を修了（工学博士（東京大学） ）。 同

年同月富山大学工学部工業化学科有機合成化学講座助手に就任され， 平成 2 年 4 月学科改組

により物質工学科物質化学工学講座に所属されていました。

同 氏は， ヒューストン大学化学学部J.K.Kochi教授のもとでPostdoctral Research 

Associateとして1 年間， 有機化学の研究を行うため， 平成 4年10月1 9 日渡米されたもので

あります。

同氏は， 有機合成化学， 複素環化学． 錯体化学を主研究分野とされ， 学術論文 「Oxidative

Chlorination of 1, 10-Phenanthroline and Its Derivatives by Phosphorus Pentachlo­

nde in Phosphoryl Chloride B ull. Chem. Soc. Jpn. 1992」等2 0編余りの論文 を公表さ

れ， 研究者として， 関係学会においてその業績を高く評価されるとともに． 教育者としても．

常に厳正な教育姿勢の中にも温情を持って指導に当たり， 「良き先生」「良き兄」として学

生・院生から尊敬され， 慕 われていました。

また， 博士課程の設置を計っている工学部においては， 将来を嘱望されてい た教育研究者

であり， 同氏の急逝は誠に惜しまれてなりません。

ここに， 同氏の御冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。

nu
 
－－
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本 部 研修会 （於 ： 京都パ ス ト ラ ル）

13 日 第58回国立大学協会事務連絡会議 （ 於 ：

11 月 2 日 第2 団体育部会 学士会館）

第13回新教育課程 実施委員会作業部会 第4 回 自 己点検評価委員会教育 活動専 門

4 日 第50 回東海・ 北 陸地 区 国 立大学 長会議 委員会

（於 ： 三重大学） 第2 回教育改革整備委員会組織制度専 門

部課 長会議 委員会

健康診断 （婦人科検診） 平成 4 年度学 内卓球大会

4 ～ 6 日 平成 4 年度教 職員文 化 展 16 日 第4 回 自 己点検評価委員会管理運営専 門

5 日 第1 回教育改革整備委員会教育課程等移 委員会

行専門委員会 第1 回 レ ク リ エ ー シ ョ ン委員会

第3 回学務関係係 長会議 16 ～17日 平成4 年度第14回北陸地区大学等厚生補導

6 日 第40 田 中部地 区 中堅係 員研修 （於 ・ 名 古 （ 自 治活動）担当者研修会（於 ： K K R 加賀）

屋合 同庁舎第2 号館） 17 日 第3 回 庶務係 長会議

第l 回教育改革整備委員会組織制度専 門 第5 回入学試験実施委員会

委員会 18日 北陸地区人事担当課 長会議（於 ： 福井大学）

第3 回 自 己点検評価委員会教育 活動専 門 第5 回 自 己点検評価委員会研究活動等専

委員会 門委員会
7 日 平成 4 年度学 内 バ レ ー ボ ー ル大会 第8 回部局長懇談会

9 ～10 日 平成 4 年度全国国立大学理学系学長会議 19 日 全国 公務員 レ ク リ ヱー シ ョ ン共同行 事富

（於 ： 金沢大学） 山地 区卓球大会 （於 ： 富山県総合体育 セ
9 ～10 日 平成4 年度東海北陸地区国立学校等施設系 ン タ ー）

職員研修会（於 ： 国立立山少年 自 然の家） 2 0 日 第4 回大学院委員会
9 ～11 日 平成 4 年度国立学校等幹部職員 （部長級） 第10回評議会

研修 （於 ： 国立教育会館） 第2 回 自 己点検評価委員会

9 ～13 日 推薦入学等特別選抜願書受付（人文 を除く。） 第3 回教育改革整備委員会組織制度専 門
10 日 第14回新教育課程 実施委員会作業部会 委員会

10～12 日 第4 回富山県地 区国立学校等中堅職員研 24日 部課 長会議

修 （於 ： 富 山 医科薬科大学， 国 立 立 山 少 平成 4 年度富山県留学 生等交流推進会議

年 自 然の 家） （於 ： 高志会館）
11 日 第4 回 自 己点検評価委員会研究活動等専 第5 回入学試験委員会

門委員会 第1 5回新教育課程 実施委員会作業部会

第2 回教育改革整備委員会教育課程等移 2 5 日 平成 4 年度退職者説明会
行専 門委員会 第2 回学 寮補導委員会

11～12 日 第91回国 立大学協会総会 （於 ： 学士会館） 26 日 日 本育 英会奨学金返還説明会
12 日 第2 回教育改革整備委員会教育課程 等移 第3 回教育改革整備委員会教育課程等 移

行専 門委員会 行専 門委員会

第3 回授業 料等減免選考委員会 26 ～2 7 日 共済組合担当者研修会 （於 ： 黒部荘）
第5 回補導協議会 2 7 日 第 8 回事務協議会

12 ～13 日 第10回大学等廃棄物処理施設協 議会総会 第4 回教育改革整備委員会組織制度専 門
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30 日 予算委員会委員会

第35回北陸六大学施設担当者協議会（於 ：

福井医科大学）

第2 回教 務委員会
30 日 第3 団体育部会

人 文 学 部

11月 5 日 係 長会議
9 日 学部教育改革準備委員会

学部入学者選抜方法検討委員会 と学部教

務委員会との合同委員会

学部入学者選抜方法検討委員会
1 1 日 教授会

教授会（人事）
18日 学部教 務委員会
2 4日 学部教育改革準備委員会
2 5日 教授会

教授会（人事）

人文 科学研究科委員会

30 日 学部将来計 画委員会 と学部施設委員会と

の合同委員会

教 育 学 部 ｜

4 日 大学院設 置準備委員会
5 日 カリキ ュ ラ ム 委員会

5 ～ 6 日 日本教育大学協会北陸地 区会学長・副学

長・学部長・学部教 員合同会議（於 ： 金

沢大学）
9 日 教育実習委員会

9 ～ 16 日 附属養護学校入学願書 ・ 附属幼稚園 入 園

願書受付
10 日 学部補導委員会
1 1 日 学部教 務委員会

教授会

人事教授会
18 日 自 然観 察実習 セ ン タ ー 運営委員会

拡大学部将来計画委員会

2 5日 学部教 務委員会
27日 入学者選抜方法検討委員会

報 第339号

1 1月 2 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会 と学部施 設

整備委員会との合同委員会
4 日 係 長会議

大学院経済学研究科委員会小委員会

学部教育改善検討委員会

学部教 務委員会

人事教授会

教授会

大学院経済学研究科委員会
6 日 第9 回 夜間主 コ ー ス 設 置 15大学 懇 談会

（於 ： KK R東京竹橋）

9 日 学部施設整備委員会
1 1 日 教授会
12日 係 長会議
13 日 学部補導委員会

16 日 学部入学方法検討委員会（持回り）

18 日 学部職業 補導委員会

教授会
20 日 平 成 4年 度秋季国 立 12大学経済 ・ 経 営学

部長及び事務長会議（於 ： 東京郵便 貯 金

会館）
25 日 学部 自 己点検評価委員会

理 学 部

1 1月 5 日 係 長会議
9 日 学部教 務委員会

学部入試改善委員会
1 1 日 教授会

研究科委員会

人事教授会

19 日 学 科主 任会議
2 4日 学科主任会議
25日 学科主 任会議
26 日 学科主任会議
2 7日 学科主任会議
30 日 学科主任会議
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エ 学 部

11月 2 日 係長連絡会

4 日 学部拡大教 務委員会

5 日 博士課程設置準備委員会

10 日 学部入 学試験検討委員会

工 場運営委員会

11 日 教授会

工 学研究科委員会

専任教授会

17日 学部教 務委員会

24日 学部運営委員会

2 7日 学部補導委員会

30 日 学部拡大教 務委員会

係長連絡会

学部施設整備委員会

小杉町立中太閤山 小学校児童見学

教 養

11月 4 日 補導委員会

10 日 教 務委員会

11 日 人事教授会

教授会
12 日 将来計 画委員会

北陸 ・ 東海地 区国立大 学教 養部長懇談会

（於 ： 岐阜大学）

13日 教 務委員会

18日 将来計画委員会

教 務委員会

2 5 日 教 務委 員会

将来計画委員会
26 日 補導委員会
30 日 教授会

附 属 図 書 館

11月

5 ～ 6 日 平成 4 年 度北信越地 区国立大学図書館研

修会 （於 ： 新潟大学附属図書館）
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5 日 第2 回附属図書館 自 己点検評価委員会 専

門委員会（資料整備等）

第2 回附属図書 館 自 己点検評価委員会専

門委員会（情報 システ ム）

9 日 北陸地 区国立大学図書館会計担当者会議

（於 ： 金沢大学附属図書館）

10 日 第3回 附属図書館 自 己点検評価委員会専

門委員会（管理運営）

学術雑誌総合 目 録欧文 編全国調査実施 及

ぴ デー タ 記入説明会（於 ： 名 古屋大学）

11 日 係長連絡会

12 日 第3回附属図書 館 自 己点検評価委員会専

門委員会（利用サー ビス）
13 日 第3回 附属図書館 自 己点検評価委員会専

門委員会（情報 システ ム）
16 日 第3回 附属図書 館 自 己点検評価委員会専

門委員会（資料整備等）
1 7～18日 平成 4年 度北信越地 区国立大学附属図書

館事務（部・課 ） 長会議（於 ： 高志会館）

2 6 日 北陸地 区国立大 学附属図書館 システ ム 担

当者打合 せ会（於 ： 金沢大学附属図書館）

地域共同研究セ ン タ ー ｜ 

11月13 日 滋賀 県立瀬田高校 関 係者視察

18日 第6 回経営者 ・ 研究者交流会

2 8日 第2 回技術 セ ミ ナー （第3 日 目 ）

30 日 小杉町立中太閤山小学校児童見学

保健管理セ ン タ ー ｜ 

11月19 日 保健管理 セ ン タ ー運営委員会

保健管理 セ ン ター委員会

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 l T 目 5 18 

電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附


